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学長就任記者会見（令和5年4月4日）
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本字は、弟４期中期目標針画（令和４～９年度）において、『真に地域

の活性化を担い世界で活躍できる大学人を熱成するJ ごとを基本釣な目標
としており、目視迂成のため、以下の4つのピジョンを喝けIだ．

①教育改革の推進

②研究支援体制の強化

③地域 連携等の強化

④経営基盤の強化 、改革の推進等

(４年 間)

今昔 はさら に諸洒動に取り組み、実りあ る盧●をあ げることによって 、

『持続的 に発展し つこj持色ある魅力に溢れ17二人7j を創り上げ．山梨配．

ひいて は我が田 の 尭展¶Ｊつなけていく、

(歴 代 孚 長)

任鶏　　　　　　　 氏名
瞳即

1978 年11 ● ●脊甲 府第一轟 等学 校卒業

１９８冲 山繭人孝義胃 孚郎卒業

１９８６年 皿。1人半人孚鵬1;l。41．。Ｗ･，。jl

2011 年 山農人孝41 淘学廊礁曼

2015 年 山Ｘ 人4･。1,1学部 長・入于駝 瓢鳶 孚研曳冽愚　

２０２１年 山藍大字理 ●（教学 ・圃離交搬Ｉ 当）・ 斟学長

２０１３年 － 。1人４４･。

専門９野

・ 由子，発育完皿字

山梨大学 一沿革－

沿 革

- ４ （１７９Ｓ●）

甲 府 字ｒ霞 輿

●ｓ４ １

関所
鎗 』

大正10 年（1921 年）

山里県 実業祷爾
字校教員蔓威所

旧･山梨大学

大正13年 (1924 布)

等
校

高
学

業
友

山
工

山梨医科大学

平成14年（2002 年）ψ 愈爾初ａ●立大事の統合
ｒ ¬i 匹 「 乃

平癩16年 １２００４零j ｙ ■χz大●竃人｛ts

2023年（令和S 牟　４月～
2027年｛令堰｝９年1　3月　　　

中利 和彦2015

雌（平座27孝14 月～
2023年｛令堰lS年｝3 月　　　 鳥田 斡踪

２０９９年 碍Z座21牟14 月～
2015年｛平座27年1　3月　　　 前田 秀一節

2００４年 （平 底16 年）la 月～

２００９年 （平 癒21 年）3 月

2002 年2004

年

(平康14 年)(

平成16年)

I Ｑ月～

９月

貫 井 英 嘲

古 田 洋

S 闇

甲府キャンパス　　　　 医学部キャンパス

教育学郎（1識程）　　　　　　　534

医学部（2 学科）　　　　　　　　994

工学部｛7 学科）　　　　　　　1,603

生命環境孚都（4 学科）　　　　　 ６５７

！ 国 立大 字 法 人 “ ゛! ご゙ １　　　　 ’７ 琵

１ 合

ぷ;1 詰0941.

女 片 桐30 ｓ1

・出 身 割合 ；県 内 詞35941. 県 外 絢65 ｓ

近 年 － き　　　　　　　　　　　　　　　 ●
教凰 輿 魏: ７９７ 人 【うち 特 任 教員 ２４８λ 】

平成２４年 （ｘ０１２年） 圭命裏 鳴字 部ａ 函 により ４字Iｓとな る

平或２８年 μ116 刳　 大1 摺 跨士 がノ ーヘjｕｉ￥ 一生丿雙字 砺を 曳罵　　　　　　　　　　　

｜

|

令和3412021 荊 ｛‐ 紬l大 字ア ライ アン スや まなし　 ４ 全lzl個の ｌλ７ ４ 婢撰 集・ 産J､J ｇ ２

令和S 年 （2024 年l　 中同 和刄 学良 就任

り

乙

４

1｡ 教育改革の推進

2｡研究支援体制の強化

３ 、地 域 連 携 等 の 強 化

コrlナや地域騰番、少子化など亀城が直聞す15腫●に対し．多様
なネットワークの活用や新たな連携鉢剔等を朧簒して取組を蛤遭
します．また、噫笥一一ズを十分に●奎えた人材､..．地楡罵を強

化し．葡端の資性化を僅僅していきます．

4｡ 経営基盤の強化、改革の推進等
クリーンエネJ14 －･ ｔＳＩ胃？

ヽ脊今Ｔ
Ｉ 、゙ワインとS･９ た強　　　 町響芦９! 會雫 二゙男芦4=な弔たあヽ甲 揃 孚蜃岬 晋？零郷皿しｔ

み･ ¶馳ＪＳ Ｓ畢竟ｌ･●j･ 礪
－

刳ｌし.'夕ｔ卜 ｊａＳ ■　　 霞戸｜￥ 琴エ゛゛゛碑 を郷承・皿 させフつ、夕価 ●●の●●
函 訥 ．乱 血i 幼 丿面 罫４篆. 暫 紬 吋　 ａ ｓ 一 聊 卿 、岬 離 降 岬 与を勣 てい魯ま

す．ま心 画i 珊１ ４ 上l瓦と疵 ．一 心
；４ ４　 す

一昨 、偶皺 筝を婁1あ る
ａ 鰭 勘 でなく

ミ ・
陶X離 縁Ｅ痢.‾.ｌｊｌ●i,Ｘｒｌ●ｔしていきます．　 ‾‾　　　　　　 とも'東雷を

・ め７暑●綸●●備●して･､嗜 ます．



Ｆ

学部紹介

21 世紀をまさる人蜀の●傭と学習をな皿齢1に支え 、

人筒性と一 由ま化へaJ渦重力 を輿え た教育人を● 盧

- てTI ■　
十

漣.ｕ・;塵ｓ圖・ 冒。。｡。。ｃ古９ 膠唐a や
卜i F･|!

哺k篤鐘 麟･
皿 ・・ 催淘にjtする憤鯵と●　　　 倣冑目菰　　四 ら・庖魯と●６ることができ、

四 する畠li噴霧ガを●Ｘ､倣y哨ＸＡ四 輿纂|こ寄与する故実　　 生董|二１嘘･つて書字的S●､ 皿 ㎜･ 匯皿齢・
Å゙ｎｌ ｔ§書１　　　　　 皿!| ＿LL1　　　　　　11 但難攬;●･簒植ｒ●讐ｔｘｌｓ魯Xj咄家_蕭Σl輿●Ｓ球li 画朧●

‥･､ﾚ　　　　･･･’　　 に寄与でき7S冊育富冊留巾や目摺す.
Ｅ ｌ

Ｓ ｙq

雛1:
Ｉ

Ｆ ゛

糾

戻･

山就業jl’？載紬輿㎜ グラム　　　　　　　　　　　 ー－ａ４●11ｕj’．ａ。●「illｕ　　　　 ’｡二　”･’１;」･

匹 ●

皿lt轜の撞庸と爾貪を・・ し健胃内､・1｀fl・･く撞揚巻を冑富

四 コ

自裁●値と人11L1 の共座を科学し、
喘 齢

基岫･ 冊 孵 カ､ 圓 制 覇勒 やコミコニケー　　　　　　
心 細 い芋を冑曲

ｌﾖﾝ 讐き!竺 き９ を!!?ｓ=Ｊ ９! ？!!痙呻 些!!!ぎ雙呵ｔ　　 礁青白鍾　 座翻 伺l･歯●●●･毒－ 芋･社会輯字に●する攬
Ｊt 秤 哩 ・　 苧 ？ 曼需 － ・

瞳!･ 些 叫 嘸 ｔ迎 皿?1 ｑE≧９ ？ 辨　 気 ‾－ １１函 涵 ＆ こ こiiiiiiiEiii
イン能力警●につ11たクローバjbに洒謬で巻るλ材を農家する．　　　　 會るAj細瞬癖を昌攬・．　　　　　　 ＝Ｗ ｉ

．
４ ｋ;444aiiLiiliL ・ ;i;i;;;;" ゛ 

９ 
、 

ｔ 需

●土木職 工卵 ●編 爛　　- ‥　　 ■嘸 岫 孵 料　 ぐ… … … ｊ･ ＿ﾖﾖllk

iil ﾋﾞ9:

Ｓ Ｘ
１－

吻i ﾍﾞﾚi!

・

特色ある研究（センター・附属施設）

大学院・専攻科紹介

ｒr ■？¶付賢 所I?ｆｎ ¶　　 り... 、. －Ξ･i lg　‥゙‾

｜番啼IFlalirlJ　　　　　　　 皿

唾 躍ZI ●

一 一 一 一 一 一

･･i ●●悪由fｓ 甲●111.堰＆としｘ いま亨．轍ｔ 腫瘤疹７●

な、●誉･ ●・ ．劃ｓや僣壽なjf轜 乱 」皿Ｊｃ篤纏してｔi蓼ｙ.j

㎜ 置1 四 ●

・ ｓ払ａ Ｊ鵜 異ajl｡､ ●ｓ砲儒・舘流畦尨､ ㎜ ●¶コフ・　

ニー － － － － －

ｘ 専r¶檻庸Åと． 、詮血ｌ.員alr 置石AI ずを育成します.

。
ｔ ｒ ・ し 、

－　|ﾘし亡
Ｕ

Ｊ ｉ

自重1匂掌とａｊ ㎜ ・ チで.4 楊ｓ'とウて

恥 ・ 飢 哺 皿1 む ●劃 ・｢ 鋤 と輯IXi フ６ 禰

？ま書な楓ｓｓ●寥ｒ 脆猷？ 會るλ 錨を鹿皿し●す．

子ども奄取りまく赳会状況か大吉く変化し機ljる瓊在、

多様化する教青筒鳥に対処できる実践的な対応力と専

門的な力●を持ち、あわせて●謐・文化の爽上に寄与で
きる機青書・研究嗇を青息します．

特色ある研究

高い●電蓄や●Ｔ畿。11習犠狐釣､､､。口 。､s11 ・・ ●の分●に

馨する●れｔ蒙究総力皿 ●iこつけ、㎜ ・艦癩

披鳶堤剱、髪事輪葦●喬９公共●自 重蔡ｓ 健●。瘤竃 ●へｓｉ

や馮１刊争爾隣l ｙ７　　　　　　 ’
廊

赳 Ｓ Ｘ 函

－ ｄ 警

１・・ 身稼・心咆・ｔ●的塵扁から置え、・lｔい琶代の髄輿問ｓ

－ 鈍よfl●●午ａz 離 郷・●憧を重雄することを暑匈とする

とユーヾンf.J1スクァ。、みさわtＡｘ ･t・ 申の竟堰に匍与する

Ａｕの青癩篭着念としてい募・ 。

四

重Ｔ●の分曹ｔ越えた爾夷斎場・畝冑味匍により、蜜竃や工鳶

技概が●休や舞鵡ｔr与える彫響に飼する満事J.v,簒取ａｌ 篤ね

●叉た、ｔ 貪t 瞭よｕI.｡↓. Ｌｓいて珊剱g.｡ 碁を鳶える琲力

と蜜lｔ力を嘴 する人翁を青扱し・ｙ．

●Ｔ●の各分野の蛤畠と槙縛毫r 騰●・応用j して怖循事輦を斤

い、１・ ｃとウて蕭ｔ 鸚・ りな簒雛ｔ もつ「●●| に騰亨ａ●●
ｃ対して柵数の麗演壇を兌いだし、世會の発累と人挿の纂泄に興

以・るｓ皿ｗｒ－ ● ‥ 薯丸會ｔ 冑虞します．

皿 ムai＆i・
すで に幼・小・中・高校塊 員甘遍鯖 を所持する

方を対●に、障盲のある子どもの教育を担当しうる
嶽ilを1奉朗薫或するとともに、特禦省瞳教育担当教

員のための現鴛教育の場を撮供しています．　　　　 ．

一水嚢・借料竃熾/クリーンエネルギー －

川０ ＼ﾌﾘ白 1978年：文部省により「儒料電餉実験皺●|（珊・クリーンエネルギー研究センター）世世
ｏｓ年 緩隷會 伽ＥＤｏ）四 によりr 。㎞４.J ノ＿ 。。Ｌゝ ク 刳1四 ｒより㎜
２０２０奉: ＮＥＤｏ事業に４ふi,１払 ２０３０年か６２０４､,輿４.皿 を綴婁す

２。研究概●

X)燃料●●の高直化に向け㎜

蓼やま栽1･il・ ・凰μ曙1＆1 ・ヽ卜り　 り瞳●・

j・・･j・・ｓミ として。||･四 ａ●Ｓ・葛城｡＆櫛色を別海tｂ. 山皿XI｡& 。
電IS ・・ 霧ゐ魯薯と・ 濾番・ る。･･－ａ｡ ｊ-』するi ㎜ 電亀バレーj 竃

ｓ●亨べ≪i やまなtXI ．古。。。 ｓヰJ､r．9.｡,１１ｃ皿占-

q ｓI 圓 日FC ｙＦ麗 皿 ｓ・ 取 帥 ＺＩ奉l

柚 ａ ●●・圈体s二より●（gl － 七lｔ 饌蒙警備悛し，ま●・１１１４１ａ
１耶ａ社轟穂Ｉ Ｊく９をより屁腫に返い齢riで儀逢していくｔ 讐蟻萱９ ，

㎜

ｊ.赫附 ４ 岨l埴 。ノペ事重 納ｙl 詞ａ ｊ１ｘ 企。,4,1．。ｘ。4E皿

３.。 画I

ぶJ ●ｉ いａ=-　　
一 一
＿_!愚？_ ‘，

II 纒|回自　 夕
雫〃 ● ゛

やま磁.緬 ・釧 嚇 ネツトワー々 醵 ●

水素自鶴車・ミライ

・』4･　　　　　i･`●11111　1女岫 文 実 績　　 ’へ ・　　　 ．ぺ謡 耳　　 ＜ ’

（H29 へ,R4にＷ６ がｘ,如le･lこ収剱さitたl附 の筆剱岫文）
丿･ クリーンエネルギー：総計148 輛　　 ，1……【樗- ●ｓ●●●嶼●冪丿赫仙鐸 禰!．．＿　　　　　　　 ・クリーンエネルギーｊ叫!!!

竺!!２!竺Ξ1!ｉ四 にｓj!竺二竺!　　ペ　ブ ｉ・ 画肴幽叉創痢･ａ９６
１Ｅ Ｓ Ｓ ∃ ∃ Ξ Ｓ Ｓ゙. Ｓ:'lrIS･ ……･ ¶ 剽4S ご､

、

μ| ？ 蹟 鯵､l ・ 鯵士 晶 纂 】

「グリーンエネル=Si一麦換工学特別・ Ｗ」ロヴラム」（パワーエネル ギー・

プロフェツシ●ナル冑朧プログ ラムgﾐ 孚など12 大事と蕩携）

警 鵬 嘸11 とμ イｙ 叫 撃 戟 飢, ．齢 鴎

僻 師 糾･,
ざプジi:Ｊ 勇･ ｆy11=.i=み４;･.J･'I　.●J｢,‥‥‥ ‥, ‥･-，ぺ‥‥‥■" ．｢ f4･

へ

キ押 価 汁）=ｊ

生 命環境 学部扁 麗麗●

胞1 函囃 にぶ|
工学部附属

ものづくり教冑宙跨センタ･

飛

ほjjａｊ



１

水 素 エ ネ ル ギ ー 社 會 の 構 築 を 目 指 し て/ 山 梨 地 域 ・ 産 学 官 連 携

・雪内閣総理大臣は2020 年10 月26 日 の所儀表零 演取 において、我が皿が2050 年までにカーボンニュ ートラルを目指 すことを宣言

・我が国のエネ ルギー供締の安定化、岫l劃・ 曝化開題の解決に向け 、燃斜電池ｔ 始めとするクリーンエネ ルギーに筒する研究を１１

しt で ７ こ ゴ こ
。

－' ゛｡－'－ ？ ¨¨７こ７ １７ ７“'゙ "こ'，
一丿･･･　　t ･7ゝi　　　l　I●　i

極ki

ﾀﾞ]　

ヽ　　ｆ,('　 ｀　　。１`

特色ある研究　一 発生工学－

2014奪に「働生Ｔ響柵究センター」を股麗

特色ある研究　－ クリア・免疫学研究－

１
．
槽 繊 麗 ●

１０１９ 雌Ｕ Ｓ 饗膳j!1 皿 輿 ㎜ セ2.Sy ㎜

凋 Ｕ 年 ４月　 山 業６ｕ Ａセ ン タ ー● ●

。ｉ ．。。･、ヵ ニズ ム、。。、ｓｉｌ紬i●４ ＆･611jltｕ或。。 痢

皿 紅 皿 £ 討 るグリ 。田 蜘 ＆ 真 に階 、 雛　--

●・ 皿 噺 ｕ, － ら字㎜ な共繩フt 】夕ｘ

クト を響閥し てい ま す｡

２. 研 究 繊 萎

の ク リ ア 叢 ● に よ る ● の 登 奢1 ㎜ 爾f － ・

＆ 雇4 占11, ．lカ ー ズf､ 巾 四

ク リア輯 馥が 、６ Ｄようｒ 神 爾圃 ¶lｔ コント ０． ルし て

い るのか 、ま たｰ。4j。 恚1こよっ てどの ような 纂ｇ族 里が

霧こ るのか 。 その メカ ニズ ムを ㎜ 。 クリ アを・9 にし

1'･伊峰 皆 ｎ● ●右 祷ｓ‘' 馮訥が署有 を寓 綸 、

＠ アL ルfj 二鷹(!Ｄ麗 麗　　　　 ゛

ド ーjt ミ ン ● ●藁 と アレル ギ ー の扁 究 疸 ●秘 ら。 繭41)　

ド ーjt ミン 穣■ 藁が蕭ｌ 北 によ りアレ 輿､ギ ー塵鳶ｓ ● ●

ａ れゐ豪気4・どを 鬘雛 、

３. 教 育

一 一-一 一一 一一 一
．

●－
祠 Ｓ 一 一 一

弓　 ．　　　　　　　 ．

｀ ’Ｉ ‥－’－

Ｘ 霖ＳjtS,ji＝=..Ｗ ＩＳs1111g-
㎞j ‾I二

回目 Ξ芦
・

● ● ゛ －　 ’
魯

･ ●●｜　I

W ㎝il,Xj 四

●〃1 －fj9･l･j ‘S 四 －IJ･ ゛ ・
” ’‾４ ぶ Ｘ ’７ ・

● － ｉ ｉｉｉｉｉt･ ●

二- ｊ〃
奮y〃･s･●９●－･

－fr･.1-,ご　
■－　■－　==　==　 －－　㎜'--------------･..-._-L.=.--‥.･ |. I

ｔ ご ｌｔ ム３ ．ｕfolioI114 ㎜ Ｔａ●｢ｒ● 一 一i

－ ●ｇ － 一 町 圖 ・ 弓i － LI － － 一

t 惣
丿 噛 諸 流ﾑ7 す ﾀﾞjl…

…
……

鵬鶴字 総計2 ｓＭy　　　　　　　　　　　　 ，

朕ln･=･ ｊ二 り に:15 ち ，1‘ili･l:・;）･ 郭

繋|||會食零ａ・・ ｙ四 は.ｌｌｐｌｏｓj●瓦斯恚が↓s.ｑｓ老再

い水準ｓ二ある．このうち.ｉ￥1 ●－ 瘤が４●あり，游 鴫i 二みても
朗 聴 Ｕｌｔ-ｌ●１ ｓ゙し罵ｐ 暴こと1鯖 砲=41; ●･fり１４．

-'　　 ．‘' ．'゙言，て！こｰ""･　I ‘.こ　'

lｔ 一 群 特別－ ・ Ｕり ラム ー － 。 。 。。 ゐ,＆ ，JUグ５ ムー 】

世界卜９７１.ゞ９１４鯛進な発農工四 農岫撒を習得し，皿皿 －分子イメータンクぬ岐蟻と爾寛力を欄
哭た●賓凄 置孚 曹胃を爛 皿 四 寡圃 を胃或

リ

I .I笛 ぶ 召Tら 鯉 遥 岫UIJ;'

７'？=?･
吻 芒 時44 尭J'

rT!| り:,リ ，ｒ ７
‥
．ｊ ツノ

‥
り ７,７ ７ １１

‥
リJ　

享芯社会の禰喝lこ向cIそ世昂的韻翼都占

四 ６　 ㎜ ｐ

●太聡 光聴 取輿ｔ・ み心す貪ｌ 胡　　 ゛　　　 ●wI “ ル ｅｓ49　

、　

秘

一 一 ．､‥_

・ ヽ

宍 丿 ｉ

１ １

；

s四

●参禅なジャンルの研究－jl 虜-ﾌﾝｲﾉ ﾍﾟｰｼq ｗ嗜 嗜 ９ 皿.夢 偏{ 恥 歌壇火友 挙・j

特色ある研究　－ ワイン科学－

１ ．組 織 概 要1?!l. 包1 悪E5E墨き’:!?ｉ 哩゙!i 芒 ゛1芒 所ｊ ｌ“ ． Ｅｓ“･１』
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くし,iSill 祁枇蒙と&lるよう査甕－　　　　･ｌ 僣●Ｓ嘔●を低くし, 進爾●釧祁枇蒙となるよう査甕
これまで工学郎は、r 未来世代を思いやるエンジニ

アリング教育」をキャッチフレ ーズに掲げ、今●の社

会における変革を技術の皿点から車引で吉る人材を育

成してきました． ．
令和６年度に醵鐙予定の新しい工孚Ｓｃは、纏●●

の多様化やエネルギー問葦など現代社会が抱える譲問
罵へ対応するために、主として、sｎＧt 地方餅生．

および ｓｏｃｉｅtｙ5.0 の実現に責献できる人材育成を強
化します．

そのために．主体的で多様な学びを支極する７学科

2 ０１８(

Ｈ３０)

2019
(R1)
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新

入

新

徹

宵
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・暴コ ス｜場岨 によ

・講喩分署l コンｔ Ｊ

,1;

…
… …|

・ 入７４に遭む分 肝を決ｌ ’し たい、息みたい分野があるが入学後 に適性を艮ａ島

たい、幅広い工学､x｡畑 朧や抜揚を 事んでから専門のXI 野ｒ 崔みたい 、というニー

ズに対応し たクラスを 噴皿 咄 静時に「吻合工学 砕」を 匯択）

・鰻余工事クラス出 身者を中 心に全ての工事郡生が兼修可能な 「 工学の社会支吐

政商フｔjクうムj を 央施

令 和６年 （２０２４年）山梨大学工学部創立１００周年

1 ム

ｙＲ

７

芦繊a汐

↑85 周年鋳 に

設置した時割勘･

童ll 諮雌●塵●撞 Ｘや良子枠の蕃λ

・－－. ・４機文－圖指馨で羞愈●● 仙 遊９スト不刳
・女子粋と¬●●1）･・ が可麓
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2020(R2)
2 ０２ １

( Ｒ３)

2０２２(Ｒ４)以侮

憧岫中核・鴇色ある研究縁合振輿パッケージ
毎に嫁択【大里補助金等量楊】
強みや鴇色ある研究を核に、地域社会・大
学鯛の喪携を輿して、梼畿４かを図る１

2 ０２ ２

(Ｒ ４)

2023　
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社●が薫 化していく中、 本学の発馥

に向けて 微々の 事業に軸手し 、多様tl

曇`勤を 持機的に権進
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昭現jｚ４年 ａ９４９年）爾 立 人 な 山 桑 大 学 工 学 部 として４学科で●li!

平或16年｛21ｘ,4年l 国 立 大 字 延 人 山 菜 人 孚 工 孚, 謀，ｓli

令 和 ６年 （２０２４年 ）

繭 立 大 字 法 人 山 梨 大 学 工 学 夢 工 学 部 創 立 １００周 年
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・東キ ャンバ ス南門の改修
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2015( Ｈ２７)１ ０ 月

大 村 輯 先 生 ノ ー ベル 宵受 賞

亨生には●を、研究老sこは誦習を与え
て７ａつた。山裂人字は世界力･らＪめ

１らわた！

2015　　12016

（Ｈ２７）　 （H28 ）

2017

(Ｈ２９)

戦 略 的 大 学 帯 萬

・44.14払－輿舞鶴皿･・

・政男蜀1究－ 胃の覧●し

り､Isｕｓ I聊●爾ｔｓal薦琴1

ヽ.馮ま＆剱4x)鵬●－ａ羞f 才修!暴挙蓼蘇l

一咆岐lt会との●竃
り ろl蔓ａの疆化

馮 少照 惣ｘ皿 応

・クローj!.レｔヘダJ7でら ｅｋ

大村智先生ノーベル賞受賞



ノーベル賞受賞・大村讐傅士と山繭大字（１）

●圃 メルク社と典舞柵究を 行い、１９７９年に抗寄生虫●「エバーメクチ ン」及び
その暴導体である「イベルメクチン」-の韓発 に戚功 ．

オンコセルカ痙やリンパ藁フィラリ ア婁の崎効魯 として●馥撮供宦れ、毎年約3
－ －i----　 ＝　　 ＝
オンコセルカ痙やリンパ藁フィ ラリ ア1

魯 人もが服用し多くの命を救つている．

蔚
シl

教官助手　
口

嘔k:ji 図

●特別栄誉博士称号授与（H27.10 ）

●山梨大学大村徊配念基金の設立（H27.12 ）

■大村智特別朱誉博土 ・胸像設置（H28.10 ）

■大村智博士絵画寄贈（H28.8 ）

ノ ーベん,山Xk 山式でメダ ルと同状を手にする大村博士

(代表鴛戴・共同)

●エバーメクヂンモニュメント設置（Ｈ2９

●大村智 記念学術館創設．大村博土・(H30.7)

大学アライアンスやまなし

17

上9

ノーベル賞受糞・大村博傅士と山東大学（２）

２階 には大村記念ホ ール（130 名収 容）を 殼置
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大学アライアンスやまなし（大学等連携推進法人の認定）
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大型補助金等を活用した取組

地域活性化人材育成事巣（Ｒ４年度採択）

入￥ 戸）（, ン゙スやまなし（Ｘ￥ 陥連携碓進法人）を槽とした大孚改革が高く押価された

１０億円/６年

【事 彙 内 容 】埠 鴫 社 兪f･大 字 間 ＠瀧 鱒奄羞il: ，購 徊E19瞰 育ブtlグラム會再 構築1。 ，

｡麹 櫨 を牽SI する,＆!鎚を宵 盧

j－Ｗｎ？技楊・イノベーシヨこ.会議決意）

⇒ 地域の大孚･塵業界･自治体と一体で､地域ニーズを踏まえた人材育成モデルハの転換を支援１

111梨大学･111梨県立大学　　　　　 －

｢地(知)のソーシャルキャピタル～学びの山梨モデル～構築事業1.

これまで の実績( 地城社会と大学間の連携)

友

岫址俸携プラットフォームの股置昌 瓢 訟 温 認IX 。。。。

|吋r 輦 竺⊇
・山裂大字：学部等連携課程「共生創透 学礁」

・山東県立大字：工字幕「メーカーズ学 科」

補助金等を活用した取組

1大 字 霧 海 両 生 ㎜ 推 進 貴 】　　　　　　　　　 （１４年度劉Ｒ Ｉｏ億円/6 年）

●順 性Ｕ 清 朗 ● ～ｓＰ雌 ｃ～　　　　　　　　 ‥

地 卵 のソ ーシャルキャピタル～学びの山鮮 デj卜 難 事業」

【国 立 大 字 改 革 ・ 研 究 基 盤 強ｔ 推 進 槽 助 金 】　　　 （Ｒ４年度採択7 ●円/，年）

皿ムÅ皿11Ⅲ●ａ 革捉嘉●業

rｕＲＡＩによる大学 院教育と研究推進を触合させたr 若手人材育成プ ラット フォ ームJfnj 重詰

【地 域 中 核 ・ 特 色 あ る 研 究 大 学 の 振 興 （ 墨 金 ） 】

地域中核・特色ある 研究大学の連携による。寥ｉ 迪鋤・共同研 究の施設兼●事業

rクリ ーンエネJI，ギ ー研 究拠点施設整 僣』 ’

1･11 ｡ 簑・鴇 色・・・・,iA字の淳轡による 皿場盲藤泌 ・r

神経細胞 クリ ア績胞研究を加速する2 拠点施 設整働』

(R5 年度採択10 儒円)

地域中核・特色ある研究大学の連携による 置字書 斎携 ・共青研究の施設整●事業

(R5 年度採択10 億円)

【成長分野をけん引する大学・高専の機能強化（基金）】

大学 ・貫書籍麓強化 布憎申業

「高度情報専門人材 確保に向けた情報系分野の増員構想」」

国立大学経営改革Ｓ 准事業（Ｒ４年度採択）

(R5 年度探択10 年)

7 億円/４年

”r へ
ど ∠

【事業 内 容 】

ＵＲＡの綴 験を漉 用して、大 字 院 教育と研 究 推 進を 融 合さU た｢ 着 手人 ．､両 嵐.｣ フットフォーム｣を構 築

し､ 社 会 で活 躍できる 鯵■ 人 材を 育 盧 するとともに､ 挑 戦 的な目 標をもつ若 手 教 員 に人 的 審柵 を行う．

剽 盛凛携プラットフォ ーム（R2 年度 国立大学経糞改 革促 進事業で形成し た地域連携推進絹織）の活用.

ll盾大字.l皿.11 ●察裔大竿.II・ll 纏大字.●㎜. ●輿･四 休なｊ″齢14種俵が圖●
勉域塵霜㎜Jjl 育癩,高大農披,．,41JUグラム藤を協魯

大学魏教冑

マネジメント童

孚生の修学

支援

畠分野の

敏冑の●宣
ｔと多再ｔ　　　　　　　=　　　 農孚・金員Ｆ四ＩＳｇ－●

:字夕¶皿 ’四　　 －Ｗ..-　　　X 紬略を登かす礪. 或ＳＳ社●四-■W　　　　　｡　　　　　　　　　　-㎜W---●㎜-㎜●WW----7;: こ, ぷﾌﾚ 二 こ ‾ ６ ０S

・教育推進（学生の古橿藤棚）と研甕推進（敏員の 支援 藤棚）の剱腿を融合, 教育

と研究を加遮

・山擬大学の槌励性と柔軟性 を生かし ，全学城・全専攻から着 手人材を集結

・地域遭携による学外の 賢源・人材も看用し ，教育の嘉庸化と卒巣後のキャリアパ

スｔｔ 壽

k飛轟・廿●●朧莽
呵

・執艮の

・ 罫血撞

・君手敬具Ｓ　

萱重を皿　　

2ｊ

腕 巴゙tｒ ’
教育､ 人材育成､研 究及び運寓に係る各種嘔業 を推

進し､山梨県と山梨大学を核とした山梨の活性化･地
域の発展を目指す！



大学・高専機能強化支援事巣（Ｒ５年度採択）

支援内容：情報科学系学部研究科を有する大学の体制強化に必要な経費を措置

仙 域中 核 ・特色 あ る 研 究 大 字 の 進 携 によ る

産 字 官 瞳携 ・共 舞研 究 の 施 設 整 備 事業 （Ｒ５年 度握 択 ）

共員研究拠点化に向けた,雄勁やオープンイノベーションの幽出毎にａｓ な論叢の整●

新型コロナウイルス対応

27

Ｆ 工 学 部 改 組 （Ｒ ６ 年 度 ） 学 部 憧 磐 系 分 野 の 定 員 増 字 ● ＝５５ → ９０人

●

工 字 系 情 報 分 野 の 修 士 課 程 ・ 博 士 課 程 の 定 員 増

修 士: ２３ - ・ ４３人 ● 士 ： ２ －･ ４ 人

※　 学部・修士・槽士、全体の入学定員は変 更しない （学部や専攻等の定員墨1替な どにより調整）

・ 盧 す る 人 材 働 （ 修 士 露 糎 Ｔ 字 専 攻 コ ン ピ ュ ー タ・ Ｔ 字 コ ー ス ）

ａ）AI・データtj･イＴｔ・スと専門分野4x雅昭 合 わせ による冑度情報系専門人材

a）医・工・豊!･野と連携してjｕ技術を中心にＤｘを推 襄でき る高度情 報技鳶者

ａ）j＆14一一ズを 十分 に理蘇してＤｘを 展間し ．さら にその成果を国際膜閥

f膏外の卿1城一一ズヘの適用）で 吉る 人11

新里コロナウイルス感粂塵対応

sJ 。覆s!.ａ ｌ ｋ 嘉 雇 。ヤータ ルl 二発表

→ ｔ ●であ っ てｔ.●●.aJJ-ﾝi' Ｊしス によ つて£ 肆伊

止 竃引き菌 こ すこと を 仙女鰯& Ｌ 曇●

新 里コ【l灼 イJla ワクブ 凛 笥 椿 魯争佩訥

＆a 。＆ｓdi 嵯 二IIフワ･fルｊ輿丿噛sll紘 大丿隨 淘似j てい

嗣1 、li!i？41・ 鎚１●を㎜

奪 ４接冪を甲心1ご 絢13 万 障場よ がJ クチン拙 椿を実 施

XII

ｇ ぺ派i勇人哉　 沖縄収5名 大阪府１２名

祁

謳 馴 ａ 謳 『

－ 。＿

ﾌﾞ竺67　　　

山擬顧と。圖しＦﾌｰ¶ノλルー万
息犠債λｓ軋上爾纏を皿/1/311:奥麹．　　　　　　　 ｓ竃導入。 シミュレーション痢纏
多ａｉＥ ｄζｙ 皿 皿
略 ●ｘ

PＣＲ検査冥 施状 況 ：約85,000 作 （R5,3 月 現 在）

弓゛5ドつイフスJし－Ｐ（二Ｒ検 治 約2, ４００回 ）

患 者 愉 餓 を 一 元 化 す る シ ス 予 ムr ＳＨＩＮ ＧＥＮ 』 を 開 発

「 ＳＨＩＮ Ｇ ＥＮ （ Ｓｍ ａrl Heallh lnfo･ ｍ ａt･０･･ Ｇａth びlna ＆E ｖalｕ 削Io 八Ｎｅtｗ ｏrり 」

ｉ ●● 嘴傭●lll ア篤厚仏 ？ｆ 響 ｓ 慟ｒ 止･●垢唾ｓlcT を活 霜り 仙`ｎ 皿 皿

：肇 ａｌ ムIｓ剌謂 ６１１ 遣●●

ｉ ●四 Ｕｓ濃･● 素隻匍 宸●・ ●と共桐

： ●４-４ ケ? ｛豪毛雙警言li ｓ ●鸚内 全 ｎz畑 ●からスｙ・ を聘岡、●●やｆ憚騰

： ●人字 発のＩｃＴ梗娯､|･･岫r ｓｒ ｗlJS ｓ亀皿 凛 奄9F

I- ●ＱＱＪ一一卜 ㎜ 『 瞭● λl-り幻 ．ｕＮＥｓ 換ｓj 一司脆

ＳＨＩＮＧＥＮ利用嗇約１７９,０００人

ｌ　ご　ふ　１Ｓこ･－.゙` ..，1　　←＿　　　　　
－

瓢獅･_ 蕭町がごll麹甘東11し. ＳＨＩＮ《ＸＮシスデ､､ｒ秋植§ 禰 早期抗

ウィルス治療爽籐可能､ 病状悪化の場合吐iR蚕に飛 取容

71S lj 禰 ・ Ｓ Ｊ ご=

ａ ぶZ1111111 の患 書 さんを受 入 れ

２ ８
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大学機能強化( 戦略的大学運営)

1稼繊麗鳥道政魯・爾実者寞繊（霧３●以降）

3 ご

T ザ悒琵

｜

Ｏクロスア甫イント メント ●●λ （Ｈ２８）

０ｑj91 イカ ●ｌ ｗ1●l ｛H311

、｡＿えJ.Ｕ.､｡＿11 伽41

・薯●・劈●１●優秀な.Uj を●●に陶は、。。。ヨl 或圃

17 ルタイム1 審皿4 寛揚朧・1 皿 とｕｃ撮摺

○輪・ システムの弾力匍・インセンヲ イブr 手●』 貪軸

・Ｍｓ●梢塵馨にあけ皿 ンティプ｛予絢

曹●l をl ●笥蝦ｘ●j から「手当」會鯖ｒ 書●

｜ ‥‥‥ ’`　ｓ “ ａ …… ‾」

○－ 火（ヽ ネジメント害とＵＲＡセンタ ーを穀警(Ｈ２８)

・研究マネジメント・ 叱・ 大支書体舗強化(URA2- ４４名)

○イノベ ーショｔｊ●出●作'す讐を㎜ 俵ｌｌ

－．－ 一 一 訃 な顔 搬細 鱒 手鵠 横尉

ｎ 掴･㎜fD 楡・

・爾竟ヵａ ●析・司柵ｔ 、執fi●と共有し大字皿 に反鴫

○フアカ ルヂイスペース豊●

・輿分野研究書の交流・●見交換を洒性化

㎜ ｍ 豆 瓦 瓦 皿

○医。麗 麗離 朝 に財 絲 孵 鮪 錨 岫

・コロｔ匍1こ尽カすａ・ ●ｃ舅し血警于備iを支麓

1ワクヂ 姐 。。。。 － センタ＝なｍs 嘸】

ｏ 曾馥● 圖 こ。'i る傭皿 香春手当 の支岫 価41

・露営摺墨鱒隷貫鱈像将奮lこ鱈するインセンティブ付与

謄1¶ 轜●1ｒi=s曜 ㎜ 楓●銀脚 憧=ｆ舶

1111n ｒ ↑ ’‘

○・ 露な茜李研 実者＠ 畿裁越度

・ 着手畢竟老農●擬｛10 名。総額1 百li円3

.111 皿 Ｊ １１●l ㎜｡ －･ 皿 ●珈1

・「舅㎜

c東 甲 脊髄重 責を 凛皿 輿･。, 輿麗皿ｔ ● ｛RI ｝

。－ 。Ａｏｉｌｌｌｙツタトフjｔ　ie 微震: 佃11

・ｓjJ こよる大字鏑鵬育と翠嵐皿ｌrｋ皿ｊ,ａｕた支摺

メン

一 二

匯二貰従事曹派麗政

一 一

ワクチン捨● （職 城接種を 會む）

医慶強冊:瀞宿漓磨 響旛世や奮受 入れ

SＨＩＮＧＥＮシステム利 用奢

夜間コロ ナ発熟センター

沖縄県5 名 大 阪府12 名

約85, ０００件

・（うちドライプスJレー杓2,400 回）

約13 万同12j上

1０．０００名121卜

絢179, ０００人

・医療強化型宿泊豊里施 股 的11, ０００人

・末－ムケア知歯 嘸者杓 １５０，０００人

・その他( 病院， ｅ の官1:)1事備熊;Q3　 杓18, ０００人

総受付者馥 ８５０人

総診婁右働 ７５０人

コ ロナ瞳111･ 徽 ３７０Å

ン ニ

|● Ｗ●竟、j●偉・J、●●●●の鳳●し( ●３●以●)Ｔり'響F ゛
.･1. ふ ’卜 ヽ･一心

= 叩
μji 目目目目目川目目目

○教冑,1 圃闘¶1●から佩●学部に改雅

-・ 教員●盛に使命を糖化するため　
希書学庸曝程の学生募集を停止 ＝ 駈月

4･I■
４ 心i 。4jii

ｏ 傲 冑事 膏 大●4・９１１ｔ ● 難を 慶止し ㎜　　　 胃s●１１ｊ･ｗw 冥ｙ・　

大 字鸚 ヘ ー本 化｛H31 ｝　　　　　　　　　 ｔ ｙ

ｏ 教員皇 威 機 能の憧ｔl こ向 け た雙1114111 ’ . ’･ -.‘ ぎｰ ﾀﾞ
．

霖 ｒla 昌r 昌 ７; ‘i ｀゙ ilii 幽

㎜;;aj －1111

山菓Ｇｕ Ａセンター穀糎
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蔽

‘.ｉ' こ･--‾:･;匹 ■ ．

○人､.＆＆1 ●ｓr 生命●裳事専取｣ 騰蟹{}Qg) 、●士霖糧
『凄白応亀生●冊･ｆｗ映j・・ 伽麓》

皿 スを羞●、ワイン偶李楠曹コース１ﾕλ字
逮轟を増員{ 回 戦}

口厦●判ｉ累毒Iミ.､･c 蜃■するrjｗ オーメヂイカ鳳チ ９
摯ｆエンス魏●コースJ ｕI ● 1141

県内の不妊治審環境ａ 亀上に向け．でき得

る電りの重橿竃抒つてい１たい（長崎錨

寥）
1ｵ ﾄﾞt

ゞ

～
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1麓議・数値の雛姐（露３掲以降 ） Ｔザ悒讐
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iF 成30 年ﾌ 月完 膚

斯 たな 歴史 を刻むｌ ｉ鯖゛ﾖな建物
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●71 1 凭！ 夕H77 「
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jl l ilji R21

rrll･ 祐2 ゛･,T.7 .111’- rXfl

●jl 泄 硬R5 刄
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麟 ｐ ４ 雰

Ｈ

j穏

ド Ｏ卜（ 片米皿＼ T 、r悒琵

豊かで 漕力ある喩啼廿命の費り審と振輿を● り、相互の舞扇

を目舞 す

－ 幽廳li
山 ㎜ 、諏 笥企皿 と ーミ 宇吉Ｍ,腸ｒ より 事業化を 皿●

ｏＦｃyFINE の 艦皇

・禰| 嘉喘IH や 跨l, 仙 雛 バレ ーja 岫

０ 一難11 £I法J 、FcFTNEP ｕJ ｓａ 立 ｛Ｒ３ｊ

・ヵ 一眼ンここ・－卜う縫 合、水政 鯖 現に敵 て.

FcｙＦＩＮＦ筝凛4yｗI婁を軸 承tJて、きらｃ 勇敢さ1まていく

]政]じμ 紆拘
8 本初の燐奥歯仙皿●アシス　FCFI･ ＩＥＰＵＪＳふ｡ム式；訥2 喊珊 内

卜幽転車Ｘ祚楯(艮３,S.3t)　 企裏・菌休参加(Ｒ３.12.16)

０シミック木J レディングλ 皺丈 会社r 胴隻i●柵協£ 』1113a.lll

へ月｡スクア刄専礁こおｔ ｇ・ ７ｓ四－、㎜ ・●●

∩･I続 満 賜 金 一餉 ｓ大７ 「屋７ 連携駄| （ＲＩＪ

皿 叔 珊

oN11 トコ モ「災害笥における榴!i 澪杭協定」（Ｒ２．９）

ｘ・・ にＳti る９ 宦ｈ 賃‘ ●傷やt一己ス叢價
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９ 地方餅生、地域協働による未来創生推進

○ 大月市との連携協定
乃大月市立中央病院の診療体制の充実に向けた取組推ilt

９
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･･ その葡 ．扨?1 ・文 化．劈11 ・松lr ，生謡 ・自然 瓊垠 ．産戈 ・科学

技 折 ，ま･ちこ=くりの各 分り|こおい ｃ、自治 体や 企皐篤 きこ汐鳶

1愉鰭 人材巷威の礁ｔ （霧３霧la舞 ）

｜ 艦輿Ｓ・ に●る 人材巷 喚事● ｛山裂大 字 ：リカレ ント 教育 輿座l

・jJS り､７の哨jj － ぴ色を.Ｊ｡･.･．つつlj!j2 魯.とも碑匯し.rt 域･7つｑS15 嘔･;て11･ｉ丿.り月４弔ｙを駅●
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域焉性化雇用齢畜プロジェクト の一環

としてー皿l
●
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趾 誦
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オンラインでの開催のため、事前に申しiλみフォーム
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フィリピン �ｨｻ 人う卿立大乎 �2019.6.13

ウク5ィナ �fJ ス･ヂJﾝﾁｴﾝｺ･ｷｰｳ 大字 �202X10.24

カン木ジア � Ξ立ﾌﾟﾉﾝＸこ/大字　　 、 �- 苧長中
パキスタン � ラ帛－ル大字 �20Z2.12.6
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やまなし食青推進

ボランティア

山梨県が「 食育」を広く県

民運勣として推進していくた

めに始めたボランティア．山

東県内の大学生をボ ランティ

アとし て募り、山梨大生も 参

加している．保育霜や 幼稚園

Ｃ食青活動を 行うも の．

－がん疾患

・ 肩産卿瞑 裏

ｆ 具君医● ’

ももつ子クラブ

令和5 年３月に本字を卒叢し

た、教育学夥4 年（令和４年度

時 ）の 満水 そらさ ん が立ち上

げた 学生國体「アラベスク」．

洒飴の＝貫 ｃあるr ももつ子

クラブ 」？ は、認ｔ ＮＰｏ法人

フ ード バンク山梨 と共同でい

貧困家 庭にある子 ども たちの

学習支援を 行っている.

l新羅 掲畿】

令葡4 年5 月3 日 （毎日新圃）

令葡4 年7 月29 日 【葡日 新龍】

空飛ぶランタン叢り

本学生命堰 境学部3 年の 竹

井 愛さ んが中 心メンバ ーとな

り、市川三郷町活性化のため、

1市川手漉き 和紙● 工房」と
一緒に和紙で作ったランタン

を空にあけ るお祭 りを開催し
たも の．関催員用 はク ラウド

フアンディンクで集め 、120

万円集めるこ とに成功．令和5

年度の関催も検討し てい る．

1メデ ィア出演 】

令和４年8 月5 日

（ＵＴＹテレビ山偏 ） ﾕ２

･i●イ 山夕大事
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学生 団 体 「ＳＨＩＮＥ」

笛吹市の 脇1鱈洲 生化 に取り

紺む学生団休．教 育孚部3 年

(令和４年度時) の豪良千尋

さ んが代 表を務め ている ．笛

吹 市内の高 校生や 大孚 生たち

とともに、ポうンティ ア活動

や イベント 曙裁な どに取り岨

んでいる.
【新圃鳥 飴】

令爾】Ｓ年1 月31 日

(山 梨日日篤閥l

山 秦 ぬ い ぐ る み 痍 魏

保育施設等を訪問し、 ぬい

ぐる みを使った［お医者さん

ごっこ］を儡し て、 子ども遵

の病院や医療器具に対する恐

怖心を和らげる活動を行って

いるボランティアサークル．

きれいな手の洗い方やバラン

スのとれた食事など、さまざ

まなテーマに基づいた 像置教

育に取り岨んでおり．子ども

達が楽しみながら 健康知識を

学ぺるように演劇も行ってい

る．

㈹ ＼ﾉ行 水

-

学生 団 体 ｒrｏＭａtｅ』

中央 市を 拠点 に小中 学生を

対象とし たスポ ーツ 活勣や字

圀支媛を企 画、間催している．

令和5 年3 月で本学を卒業した

教育 学部４年 （令和４年度時）

の松嶋陸さ んが立ち上げた．

スタッフ は教 育学部の学生が

多く 、子供の関わり方を 孚べ

る機会となっている.

【新聞 掲載】

令和４年ﾌ 月29 日 （朝日新 聞）

令和４年5 月３日 （毎日新聞）
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● 糧4年５月26 日 休1 、ｓ ヌ田町にあ った東

牝 寸フィズを Ｔ代田区耳i河町、.・・ したこと
ｃ 御亀.ゝ ＿ 。

Ｊ
、ｔ3．。

ｊし ました．
飯身 フィ ズの名物iar 山擬 大字東 査オフィ

ス平河 圖I』とし、 座学ｇ金丿曼携や 教職!iの 諏

回 研究な と’、本７ の種々な活動の拠点として 、

活用lr ることを目的としている．

魯田 魏諮 前学長が「立場 にも恵 まｔＬ 便剛

で安心 ・安全なこ の東京オフィスを多くのＡ
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Chat Ｇ Ｐ Ｔ の 活 用

令和５年４月25 日、ｃｈａtＧＰＴ ●のAI 対曙サ ービスの利用について字長メッセージを発信

ヤ

1零墨メッ セージ】 本学の 考え ●壷垢な斜屠で学びを煮め る

時代が進むにつれ、新しい技術が萱場し 、学びの環境は絶えず変 化し ます．常に最新の正難な情報に基
づいて柔軟に思考・判噺し、しなや かに行動変容 することが羞蜃です．AI 対話サ ービスなどの新しい技

術を拒絶 することなく、効●的・機電的・難切に か圓 して、糖さ んの山繭大 字での 零ひを薫めていただ
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- ・･ －q － ● ●●1●･9･|●lf･●･･･-･･

－ i ’ 〃 ●●●･=四･ ●･- ●- 二･ －,･ 曝･Ｉ ．
･●゙ ．･ｉ卜 ●･l●l r- ●● -●･-･ － ●･●かSf- ●　　　--.

･/.-k~

－ F I

S2 Ξ Ｓ 自 か

苧９
＝ ９` 岬7･

，　
●････　 ”･ ●

１ １１ Ｓ ら ← －:･･ Ｘ

・

⇒1･

し
と

社 命 些４ 厚 華 鳥 ］

発備後、以下の報道機関で報遭さ れた.

・4/26 山東日日 新鮪記事掲魯

・4/27 テレビ山 桑ニュ ース番組

「すごロク」にて鮫送

・5/18 朝日噺佃 配事掲載

y）0

Ｔザ？ワ

・対話型Ai の幼東的な活用 に向け 、良いアイデアや取り岨みを 募集し 、集4114 る

（一例として表彫刮席の混用など）。

なお、集積（撞奮）方法は理事 や大字 教冑 ・Ｄ ＸＵ センタ ーで検討する｡

・集積し込事例等は、学内 に普及させる ほか、孚内 ＧＰＴの構槃にも繋げ ていく

㎜　　　 ㎜㎜㎜　 ㎜　
－　w

・９月 に 対 話 聖 Ａ Ｉ の 勅 帰●ｔ 置材 に ＦＤ を 蕎 催 し 、周 知 を 珊 つ"ａ･ くls ｔ　

仙 農 業｡;Ｊ ￥や山 東 字 雛J 、も ● 細)

１トピッ ク ，

/ 教 育　　 グローバル

2023.5.16 Tｕｅ.

タイ・ラジ ヤマンガヲエ 科大字イサン校と本

字工学都と の学部間交査協 定算紡式を挙行

令和５羞５月１６日（火）

おいて．タイ・ラジ ヤマンカ

ホ ー･ル に

ン 校と 本

.
／ 教ヲ_ ４ 研 亀_

2023.5.13 Sat 、

国際ブドウ･ ワイン科学コンソーシアム

Ｏｅｎｏｖiti lntｅrｎａtｉｏｎａt

｢ＳＹＭＰＯＳＩＵＭ ２０２３日本大会｣開 催！

令IU5 年 ５月 １ ３日 （土） 、甲 府=t ヤン パスにZ3 い

て、 圓際フIドウ ・ワ イ ン科字 コン ソー シア ムＯｅｎｏｖltl

】ｎtｅrｎａtional lS ｙＭＰＯＳＩＵＭ ２ ０ ２ ３日本 大 会 ］を 開

償し 、Ｉ Ｏ力艮1力ヽ ら ワイ ン技 術名 ． 碩夭Ｓ ．字１ なと

約 １００名 ｛オ ンラ イン 参加 をきむl か参加 しまし た.

巾 刹和彦 学 長1才r 本学 で11 ワイ ンに 間す る竹71 や矧

究 を1947f ｒ力’ら 曖LJ ’Cお り． 本字を Ｑ徹 つＵ ろ●

哩 な 碩究分 野の ひと つ ．本シ ンポ ジウム でリ イ ンリ ノ

ト つ|こ間す ろ 世界的 なｊ 訟 に コい こ励 新の 滴匈を ジli

し ．さ らＵ Ｉ究を 進 めて!j し いj と挨拶 しJi し戸 、

部閥交流協定約略式を挙行しました.

、学生間や教員間の交流を通してタイ
文化交流を深めながら次世代を栂う字と日本の技捌・文化交違を深めながら次世代を担う７

生晋共同で育成することと、教員闘の研究交淑を通し

てＩ学分野における国際共同研究基盤を醸成すること

を目的とするもので１･、　　　　　　　　 、

今後、太協定により、雌鳥異・学生合わ忖て仔一間10
名程度の交疏を予定しています．
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/ 教 ・　 １ 研 刄

2022.6.９ Ｔｈt』.

ワイン科学研究セ ンタ ー新榛

お披書目ｉｔを 挙行！

令葡４ｅ６月９ａ ; ネj. 本字 つインl'一早ぞF究 センター●･柳=

石･●3蔵禽ｎ 或４r拿ii し ま1.ｔ

XF持Iｘ. ￥ ？の鯛 加やリカレ ン トヽ 17自1こ刈応 でＪ る 釣

斤・哨瓦λペ ースの 確保やこtl まで別 唯1こあ-jｒ-11 哺椚のrl

祠り117 への!１ａ･的il 助ｉ ｔii うた！）の ｜.i ク人j' ン

ン ｉンylｙlj を鷺詞さtj.jj1119 な 分li？ 眉やjtii 硝鳶をil

う ．'とを|.l的!Ｊr 設 ぞｊ１１ し7！.

ii 柵tｚ，哨Ｔｌｋ 地 上_.li膠 てll jiTc' １ ワ イ ンlf

う一　t 陥:Ｊ ま ｊ イｘｊ ノシク荊 のl' 忿 畝襖酉 蚕. ｚ錫j'

４ つノン47ｓt や魯り多 分讐i‘ｉ る嗜恭多 嘔えrこj 聴君ji

篆亨 ．が４ 胃 きか･j'リｔ ．

｜トピッ ク

-WIW 〃･Ｚ 三 三

２ａ２１９ ｕ ｓｕｎ．

小・中字皇祠け。歯ノ｢ロク ラム

rやまな しジュニアド クター有威良餓●j λ ●・ｔ

令 勝 梅 勝111H 旧 丿　 小 －，１１ を豺象とl, た教 練¶Ｊ

ｕグうj ，11,j･11 ぷ11 ニ アｋク ９－１●1ｓＩ●jgﾉ｡ １

応ぞ早ii ｕ 第| 彫● 喋47ｓ がλ差しｌ｢し た。

７瓜 皿 悶i ，ｓ ＆μ1 泄 細 鍼 咳 り

釧 書を萱tj・ 貧 ９ろt μ｣'l:.ｊ狗ｓ ｘり 字5jrｉ 刀‘ｑ ｔ俘3f:i:

を 対餉 こ｡1 ゝ観刃 四 こ鮎 £` r４ 科孚 名の

自 戒を 目指４倣肖ｊ ログこ3ムヤｊ 。

１¥圃 腎 霧事ｓ から に ａﾌt コクうム ぴ12 以f 苫なｔ の

仙 ヵ 和 鰭 疏 丿哨 舛 ｋご尉 礁 ｓ,c 句 。

昿を41 りｅ ｔ 祷ｙ 技衝・イノハーシ,| ン ひ 嗜象を貴!う次

喫恂 １蓼名 こ!J(77 り てい ぺ'‘とを噺 つていｒil ，ご独拶

＆ありj, 。1 ，゙

Ｔ 。た11讐

● 社゙会ｉ 献･ 地域連携
-
2023.4.7 Fri.

甲府市Ｒ ぴ 鍍 社励這人ｒｃｙＦＩＮＥ ＰＬｕｓ

とゼtlカーボンシティ笑茸に圃 する

連携 協定を節結

ｦ ｉ!il ｔ
。;

Ｘ;SI　

・
●●●･ザ ●ｌＸ９

，゙Ｃ゙ 畷 ゛

令ｔ5 仔4M7 月r 兪;　ll 斤ｅＳ 刳ごおi.ヽ て 。ej 青

ｑ び一融 酬 法 瑞 二yＦ既 ｐtｕｓと． ゼロカ ー末 ン

シディ 支珊ｒ 陳l ろ` 迪披 協定fgil ｔs: をヂfi し ましx-　

太 協虜'ｇ ． 自無 霞か な甲 府の まちを 将来 の 世代:こ引

き継 くた.め． 地域 蕎源 を有 効活用し た 窟字 官に よろ脱

炭 素化 の取 り 紹 みを推雀１ ること によ り 、ゼロ カー木

ンシ ディ の実 現と地 域 課甦を 解 決し た 持 続可 廸なま ち

ｊく りの 鍋鶴lこ轟 するこ とを目 的‘こ鰐鴨し 夕yもの てｰす̂

、Ｔザ 勝琵

応 急

。 －

ｓ賄 事･岫 劃 ｅ参夕匁フミーチインクを閥!

脇 ぬ 趙 １　

こ 児 Ξ Ξ Ξ ｙ ・y

べ

●●f

嘔 ４ ｆ 二 ･ ●

ｆ １ ●

Ｗｉｐ ｊ

瓦
W,g

気ﾚ　　　

〃ー｡･S

ｙ･-11

｀' ｊ゙.i　 ゛I･‘

令IQ4毎ﾌ月6FI 泳j. 甲吽零 ヤンバスにあいｒ．戦端
ｒ,ス･７－卜参賀技堀篤似 劉癩・ａａ事業.「Ａ１９似ｌ 輿趙休

条:jj ●とロボットの膜働’によるシャインマスカット即 興･
な=r‘湘４・肖 鮎腕冊:j 呪埓 ックオフミーテｊ ンクや喊催し
ま.した．

本事某IJ、山轟11が:弓ｌ ブドウr シャインマスカットｊ
のａ培におIJる田づくり．嫡砲、収穫作蛮の工程の効ぷ化

を國るための人工知能〔AI〕岐術 ｛ れや揚亀し£:スマー
トクうス・栽培支媛ロボットの伺発紀より、フトウ4al 乙

吼わ１作業の削減とシt･インマスカットの畠品鈍化を巨抱

し 皿立研究爛発法人吸婁・會凪餐寥扶糾亀合碩叉晩鳩生
物111 定窟雙捗徒研究支llセンター 畦IF 戈枕Ｑンクー5s

のj51援＆ヲ’､j賓かi‘Jろちのです、

｜ト ピック

邨･ 医学部･附属病院

2022.12.２６ Ｍｏｎ.

大月 市と包括的連携協定を締結

令1 胴 辰12 月26 日 ｛同卜 ・ ？111ｔ ヤンji スli:j匁iT

、大 月 市との 包話濾う蒼 僑霧lr の屍E ●貳 を 伊iit. 言し

ｒ ．

寡I ｓ て1よ、亭恥 儡 鼠大 月岑 良 が7 ． 。ｊｔ１.よ り ．

醸 ｓi: あ 備 竃瓶 な 臍 籤勲 健 鯖 初 回

ｃ 奪が るご とを 賜･ し･t い ろj 、鹿ｓIｒ 萱‘？量が 輪゙

広い 分野 での 連舅 を考λ てい るが ．まｉｌＪＩ ●の 分野

で大月 市ａ 巾９!鴇li ｓ ぶ ●体刮の 充泥 こ向sj だ 取組 み

を礁 めてい さr ごい 』と｛ わぞ２’|餓 痛;し ．痔 痕洒勧 ぺの

鴻 を齢 ７! 疋 ．

｜ト ピック

／ 教_斑 ＿１ 研 究

2022.6.2【】Ｍｏｎ.

千葉工業 大字との　

包括的連携謐寥を締緒

Ｊﾐr･､r● ･wp‘4j ～j ゙ ･J〃″●Is‥~・j●r'--sj
' 包 柝 的 遭 勧 綸 定 締 姑 式　　　

１5

４

ドt　　lj　

●

.. ●　　-'一　　　　　　 池'

梗 １

１

●和4ｔ６月２１日( 月) 、ｘ￥と干鷲工寞大字は．包

購ｆ】なＳ力聞侈を隻倉．遭携を價めることによって梱
ｉ に梵蔵し．机か●の宇婚及ぴ世寥吸 斎累とＪ輔の育

喩を目働すことをr蓼iとした包構鮑座礁竃ｉを締枯し7i.

た．
扁田弊肺字長、ｌ 気Ｉ 裏大？葦戸鰻修哩筝li.jjiμ

１義字良が咄宣纒sこ１名．

廟即学長!まr 両大字の教貧研究水ｓを向１ さtj、社
会が求める・ 誦伊決．きらにはd』梨槻をはじぬ地J4 の

発纒と、それを支えａ恥￥肢栖の進屠に冒与・ るものj7

蓼傀していlj と皮拶．松呉亨長ｂヽらl 亀yx大字・
困立大？ｅ 紳畷 ゐ'こと５ わtlずに. 人息j貪峻．喩月邪

気を嶼ｌ樋qｒ 毎●していａｔ-いJ と銭妬をいただａｌ

した．

T ヽ,ﾀ 唇゙？

-
￥ 社会貢献･地域連携
-
2022.10.１７ Ｍｏｎ.

ヴァンフォーレ 甲罷・ス 木－ツクラブ●蛛 協定XX'･IT
・ 咄 晟

畷１４ Ｓ 歯 ！

令ll ●希1 ●月17 日f 月l　t･ ｌ 奏涙jl）プ０ サ ｙカ ークラ

プであ るr ファ ンフ ォー レ● 鰐| が論 ∃ ｃ ● 催され たＪ

鳶IF ●ａ為1 四 宮l全Ｂ：ｘサ リカ 遣ｙ ● 大£ て・ 姐,.ｔ

こ と奄il し 嘔 噺曇ｔil 富Ｊ し た ．

本学 でな. ２●1●饗磨も 翁 式喩 醤り ？ン フ ォーt411 聖.ス

本－ ツ クラフ￥ 置麿t. てい ろ1 づ アンプ Ｘt¬し 甲 罰j へ

蚕７ 艦 オヤン ハス,xンク ラ９ ント 老 雄j】 ●とし て 鬘僥し て

おり 令丿尋ｄ年７月７ｕ ．Ｒｌｉおよ ぴ一 慢1111j1 λ ウ アン

プＪ 一レ ヌぶ ーソ クラブ こ豊か で酒刀為 ろ1蜂s 廿含め 彰

匠と 】●Iｓの齢s ●をａ るこ ｒ４日 的（ １１４ 的ｘ 羅連 携Ｉx

足を 禰哨し ”11 弓ｙ 亨

Ｔり 哩゙ 禁

／ 教 育 １ 研 究

2022.6.15Wed.

高度牛●禍肌技拓 世ンター興所式

及び キック:オフシンポジウムを腸 催

本字では．角禰４毫j･月'ご遠駆零驀植物掻11 センター

を參･・ 迄壇享寫1な二ご●ｘしたこと4こ鈴い、町萬式及び

才ツクコtフシン4;シウムを僻書しました..

６月15日.fｔi ここ喘●した難所jt ては、＆田薦包字瓦

がf 冨１４１１ａ と咎４を拷つ証壇●ｔ零脅威するとと
ｓｒ ．＆Ｊ４ 工７町tt 山型凱ととち|ｒ珈 り悒んてい

ａｒ：い』と権侈しましｌ-
≒ ま乱1116EI[ 末l の=s=フ

ク]寸フシンホシ) ムではli ご蔀置屠７置事されてい・

苛j7礪Ｆ.jｓal　 飯FIIsごＦ．!Ｆ略鬘１】碁び1ご日.

衣鉢ＸＴンｊリ戈ロシヌト ず會喝事数などを蓼{1さl!

た沖凛炉氏 丿膠蛸魯ＩＨ･ｙ ３講演1μjわれました．

へ
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グロ・バル ／ 救 弓

2022.Ｌヽ

ウクライナの学生への支撞１

＜ Ｏﾚ 臨 メ,ﾚ｡｡TI-|(2022 卑4月～)

･|司立哨尨宇宙大字など、　　　 謐。
低 回 ヰ

細 筆

フルコワ４.･･ｊ喇ll魯　ｓxｚI雌3n24臼=J171
届;i ）

ヽyll

四

･今爛:tl噸及び・ 苓試験ﾇ9策賓鵬.j゛゙ :　’　I

1 七1 望lSJ: ………

ｺ 圖 でjl

刺●･.･ -. =･.9-,･7　･1り7･rJ●･椚μ禰･亨j　　s ？ｌ喝愕１

｜ト ピッ ク

″¶ｙ 社`会白献 地域連托 研 究

2021,5,３１ Ｍｏｎ，

日 本初・山菜発 ！燃料 皿油皿鳥

アシスト自 転車試作檄完成披 露式を挙行

Ｔず？讐

_９ ・ 学部一附属病院

2022.3,3ThU.

山偏 大字シミックプ ラザ雌Ｔ 式を 挙行｜

.II.|||･II･｡･!la　･　･ .Ill.

恥 ご

転

。
／

!山梨大寧シミックプラザjl 曼了式を挙行いたし幸した．

山梨大学シミックブラザは、シミックホールディング
ス株式会社のご輿力をいただき、長４の課題であｰｺた学

生・教職員のための福111厚生旋虚、教育・研究・Ｊ蕪に

おける拠点スペースとして．山梨大字医学ｓｕごヤンハス

講竃檀爾側に建汲さねました．

本加幔は．抄筋コンクリーｋ応地上２・‘赳てて．り

､しーフ？21やうーニンリコモンズの７ｓの'ｌか ？奮か

耳食や味恩をとるスペースとして便・ し、セミすーや発

表会笛も屍曜'可峰なr フレゼンフーションjK一|し|多冤{il,

Ｔおりま！ ．　'

／ 教 盲

Ｔ 、Ｍ Ｉ琵

39
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¥ 社会FI献･地域連携

2021.12.16 ThU.

一般 社 団 法 人 ＦＣyＦＩＮＥ ＰＬＵＳ 設 立

令和3 年12 月16 日1 木〕 、山象県防 災新館戈 一フ ンスク

エ アにおい て、 「一碧 栓団法 人ＦｃｙＦＩＮＥ Ｐｕ」５ 緩立 発表

式j が挙行 されまし た．

’ 法人は 県内企業剪1 がｕ 月30 日 に汲立し 、現在杓20 団

体・皿ノが 会拠となり ．本孚ａ アドバイ ザーとな ⊃ていIlj.

糎雄の企業 ・団弗によ り多くの 顕在化し たil 頴を 解ａ

し 、水素 ・燃 料電油 分野の社 会環 墳づくり をより民間 に

ｉ い 部門 て推鳶ｉ るr 水素社会哭 現をリ ート1 し てい く

柵割の必 雲醤 から． 本法人の汲 Ｑ’lr￥りま した、

｜ト ピッ ク

y 社会頁献地域連携 ／ 教 育

2021.2,１ Ｍｏｎ.

山東大 学 地域人材養成セ ンタ ーを 設立

4

ヽ

1

角 梱３零1 月1 日 明l.i ｓ 或人材 驚砥センターj を

蕭 たにａＱ し ました ．

本セ ン ターは．文誤 聶4孚書r 令 椙ｘ年度 固 さ大事改・

赦 心 醜 金 濫 大籾 寫改 革促寡 轜 扨 支摺

を受 け、学内のλ あ1讐岐 に係る地 域通読 事曹x･ ぴ大李ｑ1

彙携事参の艶ａ 部署 竃集 約し．匍盛 聳化を図 るも のです 。

c｛ｘ や（ｘｘ二・事ｘ な ど１!培っ た地丿蟻吉向lj 渡青や女 改;a

撞 搾進事裏 、リ カレン ト藪冑事 裏畳皇111する「砲纏ま

雫州 翁ｑj と岫 域や大字 との運桟ａ⊃中核そ 担1.ｘ そのji

喬を地 域のａ 可 登胃酸 腿に●Ja さｕ ｓ ｒ乖JI 大学連携 寥

誕集 」から墳 痛さｔ!ｘい ます．

T 、r帰 き?1

/ 敦 育 １ 研 究

2021,10.6 Wed.

メカトロニクスエ字科の学生６ が案内ロボット

「さ とっ ちゃん」 を開発

（AI）搭教のロボットIIさと⊃ちゃんj 膏閥発しｔした
このロボットtｔ ノーベル医学・生理享有を受賀した太

学卒寥生で本孚特別ヌ!蓄liｔである大村皆博ｔ の功績を
より渓く知りてもらお５と、「大村靫足合事術前| の案
内ロボットとして制作したものてす。

フレームの制作や侈動の制御 き声肥康ｒl画像こ2j;なと
々ンサー処理をメカトロニクスエ学科の幸生らが技術を
駆使して勧作し、ロボットの外装は本？教胃乍部芸術會
祗教４コースの学牛がデザイン1,まlj 二

58

T ヽ,1'?？ ？

／ 教 育 Ｗ 社会両献･地蔵li撲2020.101

ThU.　　　　　　　　 ｀

やまなし 幼児教育センター開所

151

令和2 坏10 月1 日4 木).lﾖ 府キャン バス1こおい て、り

１ なし 幼 児教狗センタ ー翻抒式を 事行しまし た、

ぷ センターは ．山裂県 教曹畳 貴会が本学 や仙 を嘔で7大

字等 の､暮機関 とIss携し ．社会の変化 や幼児 教育の琴Ｍｘ・

奴顧 野を明ら力"こし 、11!内 の幼 児教育の一層 の允ｌ と拓

祠を 図 るため ．本 事甲 府キ９ンハ ス｣号朗1 階|こ汲 攬iぞれ

た15 ので す ．

山 農県|こおけ る幼児lifi 紺逢tj刃垢点とし て、幼児 教狗

.Ｆト バイづ一のRj 霧や 研φ家会の剔 催などIJ よるf 蜀の昌

い幼 児 教町の 直進jr 幼俣小遣権Jr 幼児 教育の揖ａ ・

祠究 』を妁うｆｔ 。本字と( － 社)大学 アライ アンヌ やま

なし 吋 これま･c 以.tlご本配の教司７ 両眼い たし ま？

い０

曝囲
令司３年5 月3j 日 丿月l. 本￥ 鳥貝電池 ナ ノ豺繋1研XI セ

ン ９－|こIsい て、r 零 科亀恚鳶酋 アシ スト自li 毒こ£作植11.1

ｘｓａｌ！;l を 挙石し 乖しに

倒＆ のき11 亀池を匍 稽とｊ る歌 仙アシスト自ｔ 乖 を日４

ｒ初 句・λ|作し たも[7]て 、名字 ・山梨貝 ・民 鯛ｔｔ との植

働てij つてい る、｢ 水食社会IXol:J ｔ 7 やまなし鯉ll 敵地

八し －１の隋jlj 寥ｔ の一霞とし 乙・ 瑞さ れました ．

今回 二£４ さ れたｘ 耐 アシスト自 転可iは1.1 リツトjしａ 水j,

ボンベ1 本｛ 釣11104711の走ti がiｒ能 て．一碧哨な バツｊ

り 一Ξtｉy６ａ}とlrｙ･ここよ行i『 毒が＆ ＜ ．挿急用吸ａ と| バ

もjq 用可織ら ことがｎ 載 でｌ ．

2021.3.11 Wed.

デ ジ タ ル を 活 用 し た 大 字 教 育 の 高 度 化

教両デ ータ の集 積と有効 活用による字生個々の？ ひ支揖

文尊 刊７ 倫デ ジタJIoa 。ｉ・ 由 幽 痍iC 事 鷹 に 探 択

_＿__.‥ｍ

..゛　 蕃１･僣●r賭買な剱僊.四
y『・1 喝むや零ｓ亀ｓに硲しa㎜

か
弓 翌i　,

こぷ　　 ・4
ｔ

ふ ・．
へ

大学・高等専門孚校におい て

デジタル技術を 積番的 に取り

入れ、r 学修者本位の教育の

実現」、r 孚びの質の向．ｔｊ

に向けて環境を整備．

教育塙報システム基盤から 取

得されるビッグデ ータに基づ

く、学生の学習行動の自 動分

析とその結集に依拠し た学習

漬穣の提供そ行う「学ぴ のソ

ムリエAI 」によるマびの個別

毘適化を目 指す ．

－J､穐 育tΞンターを大字鯖 －【》ｘ鰭 センターsこi舗
黎llDｘ・綾７旅 撮薦ｓ 司御 富雌 ｔ 倣ｔ

{Ｒｓ●釦

・センターｒ 専1職 輿２名 僅 摺・准四 》を髪●
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亀●･`-に会衰厚･地域連携

2020.12.16 Wed.

水星庫「登録有彫文化 財」

且ｌにアレ ートの 剱薦 式

や潭7？鼻コ11 ｓΞt ｒl　 零●警キｒ ンJｒ7 亨●・ で

'ｔ 剱 石ｔ 又會j ぞ･j 171jフ'レ ートの 霖雨式を 挙行し・!..

刳 こ２憚 蜃117B ＿71&Isa!ｘ ネｔ 皇虚j とし て登1集1117

ほ ｌａ ３・lご二登fl さｒ1 ･登 ９魯1弓:19-opl ｓI　 ご

ｒlをｇさ しこ 蚤泌Ｅｌｙｌ．

ｔ戸 ●ら ２３１５三{ 暑1227 ら3 ／一八jｕｉ￥ 一・ 瘍3s

照？31 罠･され？Ｊ ７!ｉ孤里 一六桐 儒:ｔｔlｘＪ 鱗弩収彰７

１.なめｃ ２０１ｓ４ ! ｓ 滴１０ｔ1 7 月' １１３ し た' 大利§ ｉ゙!

ｔｔ ａｔ ｃ･摯∵曳 考∵より移 涙、.現在!.'１ こてi.ii‘１

句 ゛`社会 貢献･ 地域連携-

20203.19 T ｕｅ.

Ｔｆ ｻﾞ11讐

山梨大字水晶庫の
鱈 有形文化財ｊ４ 重録

謂 ２昿 建貨さilたｘＳ略，嬬z 年３月に味 盲７
ｔ が文七庁‘こ答●じました，

・令萄2ｔ3月19 日に田の文化高邁会か文句？へ答ｍ
・令和2年8月17 日警鐘( 気19-{χ}55弓)
凄昌海は．繭●ぢ水●乗を君１ こ簒珊－ｔ 協１るため，
沼糧 ２ｓ £Ｓｌ ゴ ング!. －14 で瞳 葺 き寥ｉ．ｌ 瞳 ３ａ雌

‘こII毫を 績哨 番 杓jllm 戈噸 ｔ を柵 い ．運座Ｑ ６ 遍'こ

侈蝕し 掌し た ．

全● とし て水晶そ イメ ーシし7t 簒 ●゙晒 男 さ れこあり.J

暫抒ｇ Ｊ 刄--'Ｊ？ ある1 蒼軸Ｑ 虜範となｓｔｔ･る 字ご呪..
ｙ しＴ 哉３ ≡i硬 今４ 石ｓた５の？Ｔ ．

ご 漓尊あ りがとうございまし た

一

一

叫仁
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